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序章 島田市文化芸術推進計画の改定にあたって 

第１節 島田市文化芸術推進計画改定の主旨 

 本市は、令和 2年 3月に文化芸術政策の総合的な推進のための方向性をま

とめた島田市文化芸術推進計画（以下「第１期計画」という。）を策定し、目指

す姿を「ヒト・モノ・コトの架け橋となる交流都市」と定め、まもる・はぐくむ・

つくりだす・つなぐの４つを柱に、人に重点を置いた文化芸術施策を推進してき

ました。 

その間、中山間地域を中心に活動する文化団体の活動への支援や、学校や福

祉施設にアーティストを派遣する芸術家派遣事業の実施、地域出身、在住の著名

人と市民との共創事業など、新たな文化活動が生まれ、本市の文化力を更に向上

させる機会となりました。 

この度、令和８年度をもって第１期計画の計画期間が終了することから、これ

までの計画を基礎にしつつ、新たな市民ニーズを反映させた「第２期島田市文化

芸術推進計画」（以下「本計画」という）を策定しました。 

 

第２節 計画の期間 

本計画は、令和９年度から令和 16 年度までの８年間を計画期間とします。 

ただし、社会情勢の変化等により、必要に応じて期間や内容を見直すこととし 

ます。 
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第３節 計画の位置づけ 

 この計画は、第１期計画を踏襲し、第３次島田市総合計画前期基本計画及び

他の個別計画との整合性を図りながら、文化振興施策を推進します。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文化庁 
文化芸術推進基本計画（第２期） 

静岡県  第３次総合島田市総合計画 

文化振興施策 

島田市 

文化芸術推進計画（第２期） 
 

観光戦略プラン 

文化財保存活用地域計画 

 

 

その他各分野の個別計画  

連携 

整合性 
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第４節 計画の策定体制 

本計画の策定にあたり、島田市文化芸術推進計画策定委員会（以下「策定委員

会」という。）、島田市文化芸術推進計画策定作業部会及び島田市文化芸術推進協

議会（以下「推進協議会」という。）を設置し、計画策定の協議を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

調整・情報提供 

意見具申 

検討委嘱 

策定事務局 

観光文化部 文化振興課 

庁 議 

原案提出 修正指示 

素案提出 作業指示 

決定 

文化芸術推進協議会 

・学識経験者、文化芸術活

動を行う者で構成 

・計画策定係る専門委員会 

策定委員会 

・関係部長で構成 

・計画原案の作成 

・市民意識調査、文化団体等意識調査 

・パブリックコメント 

調査 

担当課 

・担当項目の作成 

照会 
調整・情報提供 
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第５節 対象となる文化芸術の範囲 

 

本計画で対象となる文化芸術の範囲は、下図のとおり「生活文化」「芸術文化」

「文化資源」とします。 

生活文化とは、日常的に見慣れた景観、生活に関わる衣食住、習慣や行事等、

身近に存在し暮らしを豊かにするものを意味します。 

芸術文化とは、音楽や美術等一般的にイメージする文化や芸術を意味します。 

文化資源とは、過去から継承された地域の遺産で、歴史的、文化的価値のある

ものを意味します。 

生活文化、芸術文化、文化資源がそれぞれ重なり合うものも存在します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 対象となる文化芸術の範囲 

 

【参考】文化芸術基本法における文化芸術の範囲 

芸術：文学、音楽、美術、写真、演劇、舞踊など 

メディア芸術：映画、漫画、アニメーション、電子機器等を利用した芸術

など 

伝統芸能：雅楽、能楽、文楽、歌舞伎、組踊など 

芸能：講談、落語、浪曲、漫談、漫才、歌唱など 

生活文化：茶道、華道、書道、食文化など 

国民娯楽：囲碁、将棋など 

出版物等：出版物、レコードなど 

文化財：有形文化財、無形文化財、その保存技術など 

地域における文化芸術：各地域における文化芸術の公演、展示、芸術祭、 

地域固有の伝統芸能及び民俗芸能など 
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第１章 文化芸術を取り巻く現状と課題 

第１節 社会情勢の変化、国の施策の動向 

 第１期計画策定後、国においては、令和２年度に文化観光推進法が成立し、

文化振興を観光振興や地域活性化につなげ、その成果を文化に再投資する好循

環の創出が進められることとなりました。 

また、「第２期文化芸術推進基本計画」では、文化芸術と経済の好循環の創出と

加速により、地域活性化及び経済成長を促進し、「文化芸術立国」の実現を目指

す方向性が示されています。 

 本市では、令和７年度に「島田市文化財保存活用地域計画」及び「島田市観

光戦略プラン（第２期）」を、令和８年度に「島田市第３次総合計画前期計画」

を策定し、歴史文化への親しみや郷土への誇りと愛着の醸成、歴史・文化資源

を活用したにぎわいの創出、文化や芸術に親しむ機会の創出を推進します。 

 

第２節 文化芸術を取り巻く最近の動向・課題 

１．人口減少 ※今後追加 

   2026年 12 月に島田市の人口は、〇〇人 

 

２．新型コロナウイルスの影響 

 令和２年当初から始まった新型コロナウイルス感染症（COVID-19）のパン

デミックは、文化芸術の発展に多大な影響を与えました。当市においても、多

くのイベントが中止・延期・縮小を余儀なくされ、市民が文化活動への参加を

控える動きがあり、文化芸術活動の継続が難しい状況が続きました。 

 新型コロナウイルス感染症の感染状態が徐々に落ち着くにつれ、文化イベン

トや地域の伝統行事などの文化芸術活動は少しずつ再開へ向いました。しかし

少子高齢化・人口減少により、文化団体の会員数の減少や担い手の高齢化など

が進み、文化活動を継続していくためには様々な問題が今も残っています。 

 

３．国による文化観光や「稼ぐ文化芸術」の奨励 

国は、令和８年２月 27日 独立行政法人国立文化財機構が達成すべき業務

運営に関する目標（中期目標）において、展示にかかる運営費のうち、入館料

などの自己収入額の割合を、2030年度までに、65％以上とすることを目標

にしています。2029 年度の時点で 40％を下回る館は再編の対象となる見込

みです。 

基礎的な自治体は、直接、市民ご接するので、国とは役割が異なるので、国

の方針にそのまま従うことはないとしても、文化観光推進法が設立されるなど

環境が変容しているので、島田市博物館を有しており島田市として施策をどう

展開していくべきか、を検討していく必要があると考えられます。 
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４．中学校のクラブ活動の地域展開における文化芸術に触れる機会の減少 

当市では、令和９年度夏以降を目標に休日における中学校部活動の地域クラ

ブ化に取り組んでいます。中学校の部活動が地域に移行されることで、学校生

活において生徒が文化芸術に触れる機会が減少し、ひいては、文化の担い手不

足に繋がる恐れが考えられます。そのため、既存の文化団体の活動に中学生な

どが参加し一緒に活動するなど、文化を継承していく体制の構築が必要となり

ます。 

 

５．デジタル技術の進化と AIの活用 

 近年のデジタル技術は、単なる効率化だけでなく、新たな発想や価値を生み

出す存在になっています。文化芸術においても、デジタルアートや仮想現実

（VR）や拡張現実（AR）の技術を活用した新しい表現方法が生まれてきてい

ます。 

当市の文化芸術分野においても、イベント情報の SNS を活用した周知やイ

ベント記録映像の SNS 配信などに取り組んできました。しかし、文化団体で

は、高齢化が進んでいるためデジタル化に取り組み意欲はあるものの継続的な

発信が難しい状況です。 
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第３節 市民・文化団体等の意識把握 

１ 調査の概要 

(1)市民意識調査 

 調査期間       令和８年２月１日から令和８年３月 31 日まで 

  調査方法        調査票郵送及び市ホームページによる調査 

     対象者          18歳から 70 歳の市民 3,000人（無作為抽出） 

回収結果 

配布数 回収数 回収率 

3,000 1,002 ３３．４％ 

 

回答者の属性 

・年齢                      ・性別 

 

 

                                         

(2) 文化団体アンケート調査 

 調査期間       令和８年２月１日から令和８年３月 31日まで 

 調査方法       調査票配布及び市ホームページによる調査 

 回収団体数   48団体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年代 人数（人） 

①20 歳未満 41 

②20 歳～29 歳 １３９ 

③30 歳～39 歳 １５１ 

④40 歳～49 歳 ２０４ 

⑤50 歳～59 歳 ２８５ 

⑥60 歳～69 歳 ２２６ 

⑦70 歳以上 ５２ 

未回答 ４ 

合計 1,102 

 人数（人） 

①男性 4５５ 

②女性 ６２８ 

③回答しない １６ 

未回答 ３ 

合計 1,102 
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第４節 課題の整理 

１．市民の文化芸術活動に関する課題 

市民意識調査の結果から、市民の文化芸術との関わりは、創作や発表より

も鑑賞・体験を中心とした日常的なものが多いことがわかりました。一方

で、文化芸術活動に参加していない層も一定数存在しており、参加の裾野を

広げるための取組が課題となっています。                

特に、初心者や未経験者が参加しやすい環境づくりが十分とはいえず、低

価格で参加できる事業の実施や、魅力ある企画内容の充実、土日祝日を中心

とした参加しやすい日程設定などが求められています。 

また、文化芸術活動を行う地域は島田市内にとどまらず、静岡市や藤枝市

など近隣自治体にも広がっており、活動場所についても市外施設や自宅、そ

の他の場所など多様化しています。このことから、本市の文化施設のみで

は、市民の多様なニーズを十分に受け止めきれていない可能性があり、市内

施設の機能や役割について改めて検討する必要があります。 

 

２．活動場所の課題 

さらに、文化活動の場となる文化施設に関しては、駐車場不足や施設の老

朽化といったハード面の課題に加え、市民が希望する講座・教室が不足して

いること、イベントや講座に関する情報が十分に届いていないことなど、ソ

フト面の課題も明らかとなっています。市民は文化施設に対して、文化芸術

の体験の場としてだけでなく、交流や学び、にぎわいづくりの場としての役

割も期待していることから、施設整備に加え、事業内容の充実や効果的な情

報発信の強化が必要です。 

文化団体意識調査においても、活動を支える環境面においては、活動場所

の不足や駐車場スペースの不足など、施設に関するハード面の課題も指摘さ

れており、これらの課題は、日常的な活動の継続や参加者の利便性に影響を

及ぼしています。団体が安定的に活動できる環境を整備することが必要で

す。 

３．活動の担い手の不足 

今後の文化芸術施策においては、子どもや若者が文化芸術に親しむ機会を

充実させるとともに、企画・運営を担う人材の育成を進めることが重要とな

っています。市民意識調査からは、施設整備そのものよりも、鑑賞・体験機

会の充実、次世代育成、担い手育成を重視する傾向が見られており、今後は

既存施設の有効活用を図りながら、運営・企画・参加機会の充実を中心とし

た施策展開を行っていく必要があります。 
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文化芸術団体等意識調査の結果からは、市内で活動する文化芸術団体の多

くが、会員の高齢化や会員数の減少、資金不足などの課題に直面しているこ

とが明らかとなりました。特に、会員の高齢化と新規会員の確保不足によ

り、団体活動の継続が困難になりつつある状況が見られ、次世代の担い手確

保が大きな課題となっています。 

 

４．情報の発信について 

団体の継続や活性化に向けては、若い世代への周知や新規会員の獲得に向

けた情報発信の強化が必要です。調査では、SNS や広報活動を活用して次世

代の会員確保を進める必要性が示される一方で、団体単独での広報には限界

があることから、市による広報面での支援を期待する声も見られました。こ

のため、団体の活動情報や会員募集情報を効果的に発信できる仕組みづくり

や、市と団体が連携した情報発信体制の強化が必要となっています。 

５．課題のまとめ 

以上のことから、市民に関しては、文化芸術活動に参加していない層への

働きかけ、参加しやすい事業環境の整備、施設の利便性向上、情報発信の強

化、子どもや若者への裾野拡大が課題となっています。         

 また、文化芸術団体に関しては、会員の高齢化や減少、次世代の担い手不

足、資金不足、活動場所や駐車場の確保、広報力の強化が課題となっていま

す。今後は、こうした課題を踏まえ、施設整備とあわせて、事業内容の充

実、人材育成、情報発信支援を一体的に進めていくことが必要です。 
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第２章 計画の基本的な考え方 

第１節 基本理念 

 

 

 

年齢、障害の有無、経済的な状況又は居住する地域にかかわらず、等しく文化

芸術を享受し創造することは、私たちの生まれながらの権利です。そして、文化

芸術は、芸術家や文化芸術団体、また、一部の愛好者だけのものではなく、文化

資源の発掘、継承による市民の誇り形成や、活動の中で生まれる世代や立場を超

えたコミュニティの形成など、すべての人々が心豊かな生活を実現していく上

で不可欠なものです。 

したがって、市だけでなく個人、団体、事業所等のそれぞれが、自らが文化芸

術の担い手であることを認識し、相互に連携協力して、社会全体で文化芸術の振

興を図っていく必要があります。 

本計画は島田市民だけでなく、ここで働く人、学ぶ人、訪れる人等、島田市に

関わるすべての人や団体、事業所等が各々の立場で島田の文化芸術に触れ、高め

合うことで新たな価値を創造する好循環を生み出すだけでなく、その力を地域

的課題への対応に結びつけ、誰もが心豊かで幸せを実感できる、活力ある都市を

目指すものです。 

島田の文化芸術は、大井川がもたらす様々な恩恵と深く関わり合いながら発

展してきました。その流れは南アルプス間ノ岳に源を発し、豊かな自然環境や素

晴しい景観をもたらし、人々の生活の糧として、豊富な水を利用した水力発電や

豊かな森林資源を背景とした林業、製材業や製紙業の発展に加え、川霧が良質な

茶を育み、茶業発展の源となりました。その反面、「暴れ川」の異名をとったそ

の流れは、流域の人々の生活環境にも大きな影響を与えるとともに、渡渉制度（*）

により各地の多様な文化の滞留をもたらすこととなりました。 

これら大井川がもたらした様々な恩恵や人々の営みは、現在の私たちの生活

に脈々と受け継がれ、他に類を見ない個性として発展してきました。そして、古

の東海道から東海道本線、富士山静岡空港、新東名高速道路と新しい交通基盤の

整備により新たな交流機会が生まれ、今まで培ってきた固有の文化芸術にさら

に彩を加えるとともに、新たな価値や創造を生み出す契機となっています。 

今後、市内において多様な文化芸術活動が活発に行われ、その発展が図られる

とともに、市内の歴史、風土等を反映した特色ある文化芸術の保存・継承を図り、

その力を様々な分野へ波及させることで、一人ひとりがいきいきと心豊かな生

活を楽しむことができるまちづくりを進めていくものです。 

  

いにしえ 

*渡渉制度…慶長８年以降、江戸防衛の要所として大井川の渡船、架橋が禁じられ、旅人が川 

越人足により渡河する制度が設けられた。 

大井川の恵みが育む文化芸術を紡ぎ、 

誰もが心豊かになれるまち『しまだ』 
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第２節 目指す姿  

 

ひと・もの・ことの架け橋となる交流都市 

 

大井川や東海道の交流がもたらした歴史、文化及び地域に伝わる習慣等を見

つめなおしながら、文化芸術活動を効果的に推進し、様々な分野へその力を波及

させることによって、未来を創造する原動力となる新たな交流を生み出します。 

 

第３節 施策の視点 

大井川が育んだ恵みである「人」、「地域資源」、「場」を、「まもる」、「はぐく

む」、「つくりだす」、「つなげる」の４つの視点から施策を展開します。 

 

ま も る ：地域のアイデンティティを形成する、またはそれに匹敵する大事

なものを保存、継承する。 

はぐくむ：育てる、活用すること等により、そのものの価値をさらに高める。 

つくりだす：創出する、特質を付加する、再評価すること等により、新たな価値

を得る。 

つなげる：連携・協働し、発信することにより、文化芸術のもつ力を様々な分

野へ波及させ、魅力ある未来へとつなげる。 

 

◆大井川の恵み◆ 

対象１  「人」 

「しまだ」に関わるすべての人を意味します。 

市内で文化芸術活動を行う人や団体、その活動をマネジメントする人、裏方で

支えるボランティア、専門家等だけでなく、日常の中で多様な文化芸術に関わる

すべての人や団体、事業所等も含みます。 

 

対象２  「地域資源」 

 市内の自然や風景、生活文化、芸術文化、文化財等、先人が大切にしてきた「し

まだ」ならではのかけがえのない財産を意味します。 

この中には、未だ見出されていない潜在的な地域資源のほか、「しまだ」の歴

史や風土、市民性等の地域性の強いものも含みます。 

 

対象３  「場」 

文化芸術を紡ぐ様々な空間を意味します。 

公民館や博物館、ホールを有する公共施設等にとどまらず、人々の交流による

新たな文化芸術の創出や振興等を期待させる空間であり、インターネットや仮

想空間等も含みます。 
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第４節 施策の体系 

 

 

  

基本理念 

大井川の恵みが育む文化芸術を紡ぎ、 

      誰もが心豊かになれるまち『しまだ』 

＜目指す姿＞ 

ひと・もの・ことの架け橋となる交流都市 

つなげる はぐくむ まもる つくりだす 

ま も る：地域のアイデンティティを形成する、またはそれに匹敵する大事なもの 

を保存、継承する。 

は ぐ く む：育てる、活用すること等により、そのものの価値をさらに高める。 

つくりだす：創出する、特質を付加する、再評価すること等により、新たな価値を得る。 

つ な げ る：連携・協働し、発信することにより、文化芸術のもつ力を様々な分野へ 

波及させ、魅力ある未来へとつなげる。 

施策体系の概念図 

ひと・もの・ことの 
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※具体的な施策については、この後、記載していきます。 

施策の柱と施策   

１．市民誰もが文化芸術に親しむ環境づくり 

① 市民誰もが日々の生活の中で文化芸術に触れる機会の創出 

② 文化芸術に興味を持つ市民が、気軽に参加・体験できる機会の創出 

③ 市民の興味関心をまちの文化に発展させる 

④ 他分野で活躍する市民と文化芸術との連携 

２．文化芸術を活用した市の魅力向上と、交流の促進  

① 文化芸術活動への支援体制の充実 

② 市民の文化活動芸術活動を発展させる 

③ まちの中に新たな文化芸術活動を興す 

④ 市民の文化芸術活動を他分野の人的資源・地域資源と繋げる 

３．地域特有の文化資源等の継承と活用による地域社会の活性化 

① 文化芸術を通じて地域のアイデンティティを醸成する 

② 地域に根付く文化芸術の魅力を高める 

③ 地域資源の中に眠る文化芸術的価値を発掘する 

④ 地域資源と文化芸術とを連携する 

４．地域に息づく文化財、伝統芸能、歴史的資源の保存や継承 

① 伝統芸能を継承し、歴史的資源を保全する 

② 歴史的資源の魅力を高める 

③ 歴史的資源の中に眠る新たな価値を発掘する 

④ 歴史的資源を他分野の人的資源・地域資源とつなげる 


